


の ． マネロン罪の前提犯罪となる犯罪も． FATF勧告の射程におくことで．

， ， ，

すべての重要犯罪に係る対策も各国に求めている。 FATF勧告は． マネロン

等対策だけではないのである。

日本は． FATF勧告に賛同し． FATF勧告を日本の法制に積極的に反映して

きた歴史があるが． 第4次審査でも． 「マネロン等のリスクの理解が十分

でない」 「（一部を除き． ）特定事業者は． FATF勧告に基づく義務について
．

理解が十分でない」等の指摘を受けてしまっている。

理解が十分でないというのであれば，「この分野の専門家で集まって．

FATF勧告の研究を行い． 理解を深め． 解説本を出版できないか」．「FATF

勧告という犯罪対策のバイプルを活用して， 日本をよりよくできないか」と

の流れでこの本である。

3 本書執筆による学び

野田参事官 （当時財務省 ）と， 尾崎主任 （当時金融庁マネーロンダリン

グ・テロ資金供与対策企画室長）は， FATFの対日審査の交渉におい

て重要な役割を果たしていらっしゃったお二人である。

そこに， 金融庁の松澤補佐 ， 尾崎主任と一緒に金融庁で働かれていた岡崎

弁護士 高橋弁護士 津田弁護士 自分の長島・大野時代の先輩の梅澤拓弁

護士・ 鈴木正人弁護士（両名とも金融庁への出向経験があり銀行法の第一人

者である。）等のそうそうたる弁護士メンバー， 石井准教授， 澁谷准教授と

いうこの分野に詳しい学者の先生方， そして， マネロン対策のシステム面に

もお詳しい高田様（野村総研）にまで加わっていただいた。信じられないよ

うな素晴らしいメンバーでの執筆となった。

様々な議論をさせていただき ， 私も 大きな学び ， 大きな気づきを得られ

た。

尾崎主任も ， 野田参事官も ， 日本の犯罪を減らしたいという熱い想いを行

動に移していらっしゃる方でその想いを 行動に移して実現することの大

事さを学ばせていだだいたと思っている。日本政府の中枢にいらっしゃりな

がら， 犯罪組織との戦いの最前線に立たれている訳であり ， 一緒に色々と議

論させていただく機会を得たことは ， 私にとって貴重な財産であった。

立法提言を行う際には ， 金融業界にとってプラスの部分の提言 （例：

SDDの導入）だけをしても， 政府関係者の心には響かず ， FATFによる指摘

あとがき 567 

全体に対して， 政府として， どのように取り組み ． どのように犯罪を効果的

に減らしていくのかという観点で立法提言を行った方が政府関係者の心に届

くであろうと野田参事官からアドバイスを受けたこともよく覚えている。 私

の執筆担当部分も ， 経済産業省での勤務時の気持ちを思い出して， 志をもっ

て， 執筆させていただいた。

国際公法の専門家であられる石井准教授との犯罪人引渡に係る共著 や， 英

国マネロン罪等の刑事法の専門家であられる澁谷准教授とのマネロン罪の共

著等からも ， 学ぶことが多かった。 マネロン罪についても ， 犯罪人引渡につ

いても ， 両先生と積極的な提言等をさせていただいたが， その分野の最先端

を走る ， 造詣の深い先生方と一緒に研究をさせていただいたことは喜びで

あった。

他にも学びをあげればきりがない。 そしてその学びの成果が本書である。

本書が ， 日本をよくするために 同じ想いを持っている方 々の一助となれ

ば幸いである。
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